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J uzo Arai , Asato Sasaki , Nobumitsu Fujimori 

I はじめに

博物館の建物は，それ自体が建築構造物である以上，

建築専門家の手を借りることは当然の乙とであるが，

従来の傾向をみる限りでは建築学者の作品として構築さ

れる例が多かったように思われる.その後，博物館側か

ら使い易さという立場から機能面が重視され，設計者に

対して種々の条件が付け加えられるようになった. しか

し，ややもすると，博物館サイド，言いかえれば管理者

側からみた使い良さが強調され，利用者の立場に立った

使い良さというアプローチはどこまで進んでいるのだろ

うか.入館者や物を管理する上での使い良さと，市民が

親しみ易く利用し易い条件づくりとは一致しない場合が

多い.例えば正面入口附近の構造について検討してみよ

う.入館者が屋外で長時間待たされたり，寒風にさらさ

れながら入館券を求めたり，荷物を一時預ける場所がな

いために，大きな荷物を持ち歩いて見学したりという光

景はすべて解消しているのだろうか.

筆者らは利用者にとって親しみ易く使い易い博物館と

は何かというテーマについて検討を加えてきた.それに

は博物館の物理的条件 (physical condit i on )と人的

条件 (moral ∞ndition) とがあるが，その手初めとし

て，利用者に直接関係の深い建物構造，なかでも正面入

口付近の惇造を中心に博物館の実態を調査した.その目

的は既に述べたとおりであるが作業仮説として，次のよ

うな課題をあげて解答を求めるととにした.それは，①

建築年代による構造差，②国公私立等設置者による構造

差，@濯物の規模による構造差，④大都市と地方による

構造差，⑤寒冷地と温暖地による構造差 ⑥館の積類lと

よる構造差等である.

調査は上述の作業仮説を配慮して全国的にアンケート

による実態調査を実施した.詳細については後述するが，

乙の調査を実施するにあたり全国の博物館より抽出させ

ていただいた 2伺館に調杏票を送り，そのうち 191 館よ

り回答をいただいた. 回収率は実に 73.5%の高成績を得

たことをよろ乙んでいる.乙れもひとえに各館の御協力

の賜物であり衷心より感謝の意を表する.また，埼玉大

学博物館学研究宅の高井芳昭氏には調査作業に積極的な

協力をいただいた.乙乙 lと厚く御礼を申し上げる.なお

当該研究費は埼玉大学博物館学講店の予算によるもので

ある乙とを付記する.

E 調査の方法とその内容

昭和55年 5 月 ~6 月の期間，アンケート方式(第 1 表

問 1 ~12) Iとより埼玉大学博物館学研究室の調査研究活

動の一環として実施した。

1.調査対象館

博物館法第 4 条に該当する登録博物館および同法第29

条に該当する博物館相当施設を対象として全閏から 200

館を抽出した.抽出基準と館数(カッコ内の数字)は次

のとおりである.

(a)建築年代別

明治 (6) , 大正(11) ，戦前 (24) ，昭和20年代

(45) ，昭和 30年代 (65) ，昭和40年代 (87) ，昭和50

年代 (22)

(b)設置者別

回立(12) ，公立(お1)，私立(17)

原稿受理 1981 年 1 月 10 日

* あらい じゅうぞう 埼玉大学教育学部博物館学研究室

申* ささき あさと

***ふじもり のぷみつ

立教大学，学校・社会教育講座博物館学研究室

埼玉大学教育学部博物館学研究室
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(c) 館種別

総合 (46) ，歴史 (72) ，美術 (89) ，科学 (50) , 

動植物園水族館 (3 ) 

第 1 表 アンケートによる調査票 (問 1--12)

(d)地域別

北海道(15) ，東北 (25) ，関東 (24) ，東京 (33)

東海 (29) ，北信越 (33) ，近畿 (43) ，中国 (23) , 

四国(14) ，九州(19)

〔問 1 J 下図は館の建物と来館者の出入口との位置関係を特に入館券売場、改札口と展示室に重点を
おいて図化したものです。あなたの館に該当する図をひとつえらひ冒号をOで囲んで下さい。

A--Dに該当例がない場合にはEの欄に図示して下さい。

A 

B 

C 

D 

11 

riG サJi. 1りl

皿E
人釘i 券，，'~.tJ..~

匡ヨ

盟
人世11券売場と

場所に設iN し
てあるもの



〔左図の説明文]博物館の建物構造と入館券売場.改札口の位置との関係による卦頬

博物館建築と正面入口間近の構造について く新井・佐々木・藤森〉

A |展示室を含む博物館建物円周囲に外壁を設けてある構造

A-11 外壁に沿って正門があり・そのそばに入館罪刊と改札口が同一場所に設けてあるもの

A-2/ 外壁に沿う正門的近代入館開場がれ・改札口は展示室のある酬の入口に設けてあるもの

A-31 展示室のある建物何人口に入館券売場および改札口が同一場所に設けてあるもの

B |展示室のある建物的出入口に風除室が設けてない情造

B-11 建物の外側に入断売場内仇内側に改札口が設けてあるもの

B-21 建物の州に入齢制と改札口が同一場所に設けてあるも円

8-31 建物伺内側に入館券売場と改札ロカ洞一場所に設けてある t，11)

c 展示室のある建物町出入口に風除室が設けてある情造

C-I 建物の外側に入館穿奇場と改札口が同一場所に設けてあるもの

C-2 建物内外側に入館専売場があ 9. 風除室内に改札口が設けてあるもの

C-3 建物の外側に入館専売場があり.風除宅を通過したところに改札口がdけてあるもの

C-4 風除室内に入館券売場があり.風除室を通過したところに改札口が設けてある札円

C-5 風除室内に入館券売場と改札口が同一場所に設けてあるもの

C-6 風除室を通過したところに入館券売場と改札口が1"1-;場所に設けてあるもの

D |展示窒のある建物にエントランスホールが設けてある構造

D-11 エントランスホール人口に入館券売場があり.腿岬入口に改札Hが設けてあるぜ』円

D-21 エントランスホール内に入館専売場があり.展在、室人口に改札口が設けてあるもの

D-31 エントランスホール入口に入館券'It:場と改札口市:同一場所に設けてあるもの

「71ω-D 以川物館山造

〔問 7 ) 個人的見学者から館町額要や展示品の事前説明を希望された場合には.どんな方法をと勺てい

ますか。政当する項目の記号(イ~チ)をOで囲んで下さい。

イ 特殊な場合をのぞいて説明はしない。

ロ 館町都合がつけば原則としてその都度館臓員が説明する

回
ハ あらかじめ決めてある定時説明時間まで待ってもらい館職員が説明する。

答 エ 見学者が自主的にボタン爆作をして.録背テープ.スライド. VTR等で説明を受ける。

オミ 館峨員がボタン慢作をして録音テープ.スライド. VTR等で随時説明する。

欄へ 定時に.館.貝がボタン操作をして録音テープ.スライド. VTR等で説明する。

ト パンフ ν プト宰を渡 L. 読んでもらう。

チ その他(この欄に記入して下さい。)

〔問 8 ) 来館者のために出入口付近に案内施設( Informa tion) や質問コーナー( Ref erence) を

設けています語、該当する項目白記号(イ~へ)をOで囲んで下さ ν、。(置数回寄)

イ|案内ョーナーを設けている。

、 l 学芸員が動務している質問コーナーを設けている。
答 ll

ュ|学芸員が勤務している質問コートは設けていない。

ホ|案内.質問は入館券売場や改札口で受けている。

へ|展示室や晦下から質問できるコーナーを設けている。

[問 9 ) 来館者が入館料を払う前に待合せたり.休懇できる場所は用在してあります泊、

|号|イ|用意一。 I
欄|回|用意してない。 I

[問 10 ) 問 9 で用芭 してあると符えた館では.その場所(位低)について. ~'I>L.! lul再欄の政吋する項

11 の記号{イ~ユ)をOで閤んで F さも、。また.人世についても指定欄にJ己人して卜さ L 、

[問 2 ) 来館者向出入口の付近の構造を今後改造するとしたら.どのタイプをえらびます品、

問 1 の略凶の中からひとつえらんで.それに該当する記号を下記の空欄に記入して下さし\。

なお.それをえらんだ理由也簡単に記して下さし、

l回答記号記入欄|

い理由〉

〔問 3 ) 入館券売場には常時何人動務 Lています泊、下，è(7)該当人致をOで囲んで下さし、。

|入館券売制務人員数 I 1 人 I 2 人 I 3 人以上 | 
〔問 4) 入館券売場(室)と事務室との位置関係は下記のEれです培、該当する項目白記号(イ~へ)

をOで囲んで下さい。

ィ l 人館券売場町隣室が事務室である。

回 l ロ l 入館券売場と事市室は同じ階にあるが雌れている。

ハ|入館券売場と事務室は異なる階にある。

ユ|入館券売場は事務室町一角にある。
欄|ホ|入館券売場と事務室il:別円建物になっている。

へ l その他(この欄に記入して Fさい)

〔問 5 ) 人館非売場と事防室との連絡方法について.該当する項目の記号(イ~ホ)をOで閲んで F
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[問 6 J 団体内見学者から館の慨要や展示品何事前説明を暗唱された場合にはどんな場所在使用して

い主す方、政『する項目の記号(イ~ホ)をOで閲んで下さし、。

E イ|特に施設がないので館I7)ÀuH自制で説明する。

[問 11) 入館穿売場町構造はどのタイプです語、該当する項目的記号(イ~ハ)をOで図んで下さ

い。また.その窓口あるいはカウンターの寸法および床からの高さを記入して下さし、。

なお.イ ~ρに該当しない場合は Fのユの欄に略凶を画いて所要事項を記入して F さし、。

open 形式{ホテルのカウンター形式) ・来館者と出札民的問には低いカウンタ があるだけで

壁やガラスによるしきりがない形式

l!1] 
平 I 1 
函 l、一一一..J f( )四
図ト )! I 

与一一一 )c慨ー--ol

床からカウンターまでの高さ

)cm 

Close 形式(映画館.駅の入場券売場形式)来館者と出札員の問は天井まで壁によって

しきられ.その一部品:窓口(可動式的ガラス窓)になっている形式

答|ロ|正
面

図

床から窓口までの高さ

)cm 

Semi -open形式(イ k ロ町中間形式) ー童館者と出札員同問は底い墜またはガラスによっ

てしきられ.その一郎が窓口(ロI動式のガラス窓)になっている形式

欄

)c胃t

床から窓口までの高さ
正
面
凶

略凶 lιから窓H までの品さ

)，明

[問 1 2 J 入館恥E場円借造を今後改造するとしたら‘問 11 のどの，イプを選びま寸培、

該吋する，;l!り(イ~ハ)をOで閲んでトさ L 、。また.その即山を簡単に，記してト~\、。

|附記号記入欄| ィ | ロ | ハ

L軸)
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2. 調査内容

第 1 表lと転載した調奄票のとおりである.その概略を

述べると次のようになる.

〔問1)外壁をめぐらしている建物と，外壁のない建物.

風除室を有している建物.エントランスホールのある建

物等について，それぞれ入館券売場，改札口等の位置関

係を調査する.

〔問 2J 今後希望する建物構造および入館券売場，受付

などの調奄

〔問 3 J 入館券売場の勤務人数

〔問 4J 入館券売場と事務室との位置関係

〔問 5J 入館券売場と事務室との連絡方法

〔問 6J 団体見学者に対する説明場所

〔問 7 J 個人の見学者からの質問に応待する方法

〔問 8J 案内施設，質問コーナ一等の有無

〔間 9J 待合所，休憩場所の有無

〔問 10) 待合所，休憩所の場所，収容人員

〔問 11J 入館券売場の構造.オープン形式かクローズ形

式かセミオープン形式か.

〔問 12J 望ましい入館券売場の構造はどれか.

以上の調査内容の詳細については第 1 表に示しである.

3. 調査票の回収結果

調査票の回答締切期日は昭和55年 6 月 30 日としたが，

実際には期限後も回答用紙が到着したので回収率を上げ

精度を高めるために周年 11月 1 日をもって締切った.そ

の結果，回収率73.5%の高率を得るととができた.その

詳細については第 2 表で示したとおりである.

E 調査結果の分析と考察

1. 管理運営に都合のよい構造

(a) 外壁に固まれた建物構造

博物館の周囲に外壁をめぐらしてある博物館は全体の

16.2%で年代別にみると昭和50年代では見当たらない。

全体的傾向としては，時代が新らしくなるにつれて外壁

のない博物館が明らかに多くなっている.また外壁を持

っている博物館は国立の館において 33.3~ぢと高い割合を

占めているのも特徴的である.その傾向は第 3 図に示し

てある.また，外壁を有する博物館は，若し新しい博物

館を作る場合でも現在と同じ外壁のある博物館を希望し

ている傾向が目立つ.第 4図のAをみてもわかるとおり

35.5%の多きに達しているのは意外である.たしかに城

のような構えは威厳があり，盗難や火災に対しての防禦

第 2 表調査票の発送数，回答数の内訳と

回収率(%)

(昭和55年度1-1月 1 日現在)

(a) 設立年代別

(b) 設立者別

国立 公主 私企 タ事f

手台i差歓 12 231 17 

問男子殺 10 171 10 191 

回収幸市 83.3 7+.0 Sf.f 73.S 

(c) 館種別

総.4; 歴史 美術 科学 動積水 ~針

~l豆長 千6 72 g9 5"D S 之60

回霧車t 37 54 63 3.5 2 1'11 

回収手(鴨) ~O.4 7S.o 70.g 70.0 66.7 7s.$ 

(d) 地区別

ir場活 安 tζ Nlf 東 東京

希きi乏老丈 16 2~ 24 33 29 

lØ 先手数 I I 21 20 22 21 

回広場経(持) 6 S>.r g4:0 'i3.3 &6.7 72.4 

た1ttぎ 近~. 中厨 J!IJ 厨 え件l 合計

33 44 23 14- 260 

25 30 20 S 16 191 

7~.8 6~.2 g7.0 ~.5. 7 e4.2 7.3.C 
力 lと勝るばかりでなく管問者サイドからみれば都合が良 習がある.外国の博物館には見られない乙の構造は日本

いのであろう.我が国では一軒の家でも塀をめぐらす風 の伝統的慣習的建築様式と見る乙ともできるのであろう.
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Hじり，ー 博物館の建物情造

ぶ蕊 A "'Jl(/J;~ぶを合む博物館建物のJ.'，JIJtH c外研をぷけである情造

・1・・~~・・・':-:，・・・.・ー.一一・~.:~・・.・て・;・・・: B...Jl~ぷ'ぷのあるit物のf白人lJ 'ζJ<li\除宅が設けて江い待造

11111111111111 
C- ..Jl(ぷ本のあるi!物のIt\人LJIζJ<lit除宗が設けである術造

お総切次冷務奴祭幾S D...Jl{/f;'~のある建物にエントランスホーJレがι没けである情造

;.'、・c‘、~'、.'、・=，'、'，aJ.'，・，ー，‘:'・、・;:‘ , E. 上心A-D以外の博物館情造

J守t冷V刊:~吟~~~吋~; 1!!\ *'Iの飴

仁コ 1!!\同作の館

務総 その他

第 l 図記号説明(第 3. 4. 9 --13図用)

記号 入館券売場の構造

際会実 イ…open 形式

・一・.・・.・・.・・.・・.・・.・・・一ー-・.ー一ょ. ー一 ロ…close 形式

ミミミ ハ… semi ー 0問n 形式

再再 ニ…上記イ，ロ，ハ以外の形式

机を使用している館

;4i:?ti1-ti-?ti・?4お・t-1 自動販売機

亡コ 無回答の館

鶴議 その{也

I-~， 

10 20 30 40 50ω70 80 90 1005'6 

IIIJ 治

大iIー

;j弘前

1I!{f1120"j 

lI!lf1I30"J'. 

II!HI140"j 

lI{ifI150"j 

第 3 図 博物館建築構造が時代とともに
変化していくようすを示す図
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第 2 図 記号説明(第 5. 6. 7. 8. 14図用) 第 4 図 自分の館の構造を改造する場合に希望する

構造と現在の構造との関係を示す図

(b) クロ-;K形式の入館券売場 また，設問者別で調べてみると国立の博物館lζ クローズ

入館券売場の構造を歴史的にとらえてみるとオープン 形式が最も多く，つ Yいて公立，私立のI1買に減少する傾

形式が若実に増加しているとはいうものの第 5 図でも明 向がみられる.管理休制が厳しいととろほど来館者との

らかなように依然としてクローズ形式が優位を占めてい !日j の X1Yc:が厚くなるのであろうか，興味ある課題である.入

る.乙の傾向は戦前戦後を通して余り変化がみられない. 館券売場の構造は館の陀類とは全く関係のない乙とは第
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7 図からも理解できる.一方地域別にみた場合であるが

北海道，東北，北信越等寒冷地においては約50Çぢの館が

クローズ形式を採用しているのは冬期の暖房と深い関係

があるのではないだろうか. しかし，近畿地方において

クローズ形式が60労と多いのは何を意味しているのか理

解に苦しむ.これらの詳細については第 8 図に示しであ

る.

クローズ形式の入館券売場の利点と言えば，そ乙は金

銭を扱う場所であるので防犯の上から考えて，より安全

性が高いと言える.また，入館券売場が冷暖房されてい

るような場合には窓口は小さく，ガラス戸等で外気と遮

断しである方がょいととになる。しかし，乙れらは管理

者サイドからの論理であって，来館者不在のそしりをま

ぬがれないであろう.
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第 7 図 館種と入館券売場の構造との聞には

相違のないことを示す図
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第 5 図入館券売場の構造が時代とともに 心 役
変化していく様子を示す図
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第 6 図設置者によって入館券売場の構造に
相違のあることを示す図
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第 8 図 地域により入館券売場の構造に
相違のあることを示す図
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2. 来館者に親しみ易い構造

(a) 増加するエントランスホール

エントランスホールは着実に定着しつつあることは，

第 3 図からも理解できる.すなわち，昭和初期には16%

の採用率であったものが，昭和50年代では46%の館がエ

ントランスホールを有するに至っている.これを設置者

別にみると国立の博物館が1 1. 1$ぢであるのに対して公立

博物館は34.1%という高率を示している.このような結

果が出た背景には国立館には最近新築された博物館が公

立館に対して少ないためであろう.一方，私立の博物館

lとあってはエントランスホール皆無という結果になった.

一般的に言って，私立博物館の多くは規模も小さいため，

その余裕がないのが実情であろうが，なかには科学技術

館のように大型の理想的なエントランスホールを有する

館もある. (第 9 図参照)

エントランスホーJレの冷暖房効果をあげるためには当

然，風除室が必要になってくる.第10図には，きわめて

興味ある結果が表現されている.すなわち，風除室およ

びエントランスホールを設けている博物館を地区別にみ

ると，寒冷地の北海道地区が最も多く 81. 8必の数値を示

している.東北地方が 57.17ぢで第 3 位である.面白い乙

とに夏期に高温の九州地区が第 2 位で 62.6$ぢになってい

る. (第10図参照)

(b) エントランスホールの利用法

エントランスホールは利用者の自由な空間として位置

づける乙とにより利用度は高められる.そ乙は休息の場

であり，だんらんの場であり，また待合わせの場所とし

ても利用できるであろう.博物館側はできるだけ，乙の

空間は利用者に開放して静かなそしてうるおいのあるム

ードづくりを心掛けるべきであろう.

今回のアンケート調査の結果によると，建物の改造を

希望すると回答してきた館のうち 48.8%の館がエントラ

ンスホールを設ける乙とを希望している。希望する理由

については不明であるが，利用者サイドに立ったアプロ

ーチであることを願っている.乙の項 lと関する集計結果

については第11図，第12図，第13図および第 4 図lζ 画か

れている.

(c) オープン形式の入館券売場

l同立闘機長議長三~~IIIIIIIIII側側

公 N.警察該当1IIIIIIIIIIIIffi震綴慾機欄 l

弘 \'r.蕊.i*終議議{~~~:?~i;~{&WJ~m~~~1総選交樹

第 9 図設置者により建物構造に相違のあることを
示す図(記号説明は第 1 図参照)
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オープン形式の入館券売場は公立の博物館が最も多く 九 州

約21%. 私立館は僅かに10%. さらに国立では皆無とい

う結果lと終っている. (第 6 図参照)乙のととはクロー

ズ形式と対称的になっている.また館種別の差は判然と

しないが第 7 図で示してあるとおり，総合博物館や美術

館が歴史や科学系の博物館よりもやや多く採用されてい
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第10図 地域により博物館の薄物構造に
相違のあることを示す図
(記号説明は第 1 図参照)
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第11図 博物館の建築時代別にみた場合，その館が

今後改造する場合に希望する構造の相違を
示す図 (記号説明は第 1 図参照)

る.地区別にみると，寒冷地のためか北海道は皆無であ

るし，東北地区では 4~ぢという低い数値を示しているに

すぎない.オープン形式を採用している館を全国的にみ

ると，東海地区が最も多く，次が東京，つづいて関東地

区という順位になっている(第 8 図参照) .オープン形

式の入館券売場の位置を個別に調査してみると，そのす

べてはエントランスホールの中にあるととがわかった.

それはあたかもホテルのフロントのような環境と雰囲気

につつまれている F

たしかにオープン形式の入館券売場は来館者にとって

感じが良く親しみ易い.乙の乙とは館職員 lとしても同じ

であろう.分けへだてなく応待できるし，よりきめのと

まかい案内もできるのではないだろうか.入館券売場の

構造を改造したいと希望している館の約半数に当る 51. 3

労の館がオープン形式の採用を望んでいるととが今回の

調査で判明した.

3. 入館券売場と改札口の関係

博物館において，来館者の受入れのための形式には無

料扱いの場合を除いて入館料を徴収しているが，その場

合，入館券売場と改札口を分けているもの(電車の駅形

式)と改札を特に実施していない館とがある.乙の場

合には入館券が再度使用されないように鉄を入れたり，

一部を切り離したり，日付印を入れたりして来館者lζ渡

関 60 70 80 90 100 % 

第12図設置者別にみた場合，今後建物改造を
希望する場合の構造別比較図
(記号説明は第 l 図参照)
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第13図 地域別にみた場合，その館が今後改造する
場合に希望する建物構造の比較図
(記号説明は第 1 図参照)
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している場合が多い.入館券売場と改札口を分離してい

る館は大型で入館者数の多い館lとみられる. しかし今回

の調査結果によると，入館券売場の常時勤務人数 1 人が

57.7%, 2 人が25.0%，そして 3 人以上となると 5.6%

と減少する.入館券売場と改札口を同一場所に設ければ

勤務人数は常時 1 人でも済むので人件費の節約になるで

あろう.

次lと，入館券売場と事務室との関係をみてみると.入

館券売場が事務室の一角にあるものが 31.6%と最も多く，

別の建物になっているもの 18.7箔，同じ建物の同じ階内

にあるが離れているもの 17.1%，隣室にあるもの 1 1. 49ぢ，

同じ建物内の異なる階にあるもの 10.4%という具合にな

っている.また，入館券売場と改札口が同一場所にあり，

かつ事務室の一角 lと設置されている館が 38.59ぢと最も高

い数値を示している.

事務室と入館券売場との関係、については第14図で示し

ておいた.そのなかで特筆すべき乙とは，事務室の一角

に入館券売場を設けている館では圧倒的にクローズ形式

の窓口形式を採用している.数値でみるとクローズ形式

が56.3%，セミオープン形式が39.1%1と対してオープン

形式の館は皆無に近い状態である.すなわち，事務室の

一角が入館券売場になっている場合には，来館者側から

事務室内部が見えないようにするためにも，また，事務

室内の冷暖房による保温効果をあげるためにも入館券売

場の窓を小さくするクローズ形式が採用されるのであろ

う.乙のような館は比較的小規模館に多くみられ，日常

的事務作業と入館券の発売作業が兼務できる点において

人件費の節約になるのであろう.

4. 正面入口付近の来館者用各種施設

(a) インフォーメイション G案内・受付)

博物館の耳であり口であり，かつ，眼である受付・案

内係は来館者にとってあたたかい存在であるが現実的に

はその発達がおくれているようにみえる.調査結果によ

ると，インフォーメイションデスク(センター)を設け

てある館は国立で60% ，公立となると一挙に13%に下っ

てしまう.私立館は20% という普及率を示している.乙

れを館種別にみても，どの館も低調であるととには変わり

がない.そして約半数の館は入館券売場か改札口で各種

の質問に応じている乙とが解った.

(b) オリエンテーションルームと質問コーナー
学芸員が常時勤務している質問コーナーを有している

博物館はどのくらいあるのだろうか.今回の調査による

と，まず，設置者別にみた場合，国立館が10%，公立館

5.3% ，私立館20% という数値で私立の博物館において

18 
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第14図 事務室と入館券売場との位置関係によって
入館券売場の形式に相違が出てくることを
示す図 (記号説明は第 2 図参照)

普及率が高い.館種別にとらえてみると総合博物館が，

5.79ぢ，美術館1. 79ぢ，歴史博物館 3.69ぢ，それに科学

系博物館 16.2%となっている.全体的に低調ではあるが

感覚的に観賞する美術館と科学的思考や理解が要求され

る科学系の博物館との差が歴然とあらわれている.科学

系博物館における乙の種の施設が一層期待されると乙ろ

である.また，専用のオリエンテ一、ンョンルームを設置

している館は僅かに 5 館 (2.4 %)にすぎなかった.オ

リエンテーションルームを有しない博物館にあっては，

団体見学者等に対しての概要説明はど乙で実施している

のであろうか.その調査の結果，展示室内と答えた館が

41. 0労，講堂とか大会議室が 27.4%，それに館の入口附

近か屋外と答えた館が 22.69ぢであった.国立科学博物館

でも昭和55年度に入って始めて地下一階にオリエンテー

ションルームを設けたが人手不足の乙ともあって十分に

は機能していないときいている.

(c) 博物館内外の休憩施設

博物館の屋外に休憩施設を持っていると答えた館は，

回答館 191 館中の約30%であった.屋内 lζ休憩所を有す

る館は21館 (16.2%) ，エントランスホールで休憩でき

る設備のある館は32館 06.8%) であった. しかし，乙

のような施設も規模は決して大きくはなく全体の60%が

収容人員40人以下というのが実情である.

IV 新しい正面入口附近の構造

筆者らは，今回の調査を実施するに当たり，いくつか

の作業結果を想定した仮説をたてた乙とは既に述べてお



博物館学雑誌第 6 巻第 1 ・ 2 号合併号10-23ページ. 1981年 3 月

いたとおりである.乙の仮説の中には望みをかけた夢の

ようなものもあった.たとえば，博物館の受付や入館券

売場がホテルのフロントのようになったら，そしてエン

トランスホールがホテルのロビーのような雰囲気で来館

者を迎え入れてくれたら，どんなにか楽しい乙とであろ

うと考えた。 しかし現実的な存在には多くの期待は寄せ

ていなかったのである.ととろが調査してみると，我々

が考えていた望ましい構造は現実的に存在していたので

ある。言いかえれば，作業仮説は適中し，事実をもって

解く乙とに成功したと言える.筆者らは乙の調査により

数多くのととを学ぷ乙とができた.そこで，新しい博物

館の正面入口附近の望ましい構造像をまとめると次のよ

うになるであろう.

1. 受付や入館券売場は建物の中に

お客さんは外でふるえながら小さな窓口を通して切符

を買うという時代は完全に過去のととになりつつある.

温度調節のされた建物内に入ってから入館券が買えるよ

うな構造にしたいものである.最近オープンした岩手県

立博物館は屋外からも入館券が扱える構造になっている

が，現実には使用されておらず，もっぱらエントランス

ホールの中のオープン型の窓口で入館券を扱っている.

昔あった安い芝居小屋の木戸銭売場のような形式は調査

の結果でも古い建物に残存している傾向が目立っている

2. 入館券葺場はオープン形式に

入館券売場は現金を扱う関係から，ややもすれば映画

館の切符売場のように小さな窓口が考えられがちである

が，これでは来客を喜んで迎える姿勢からは遠のいてし

まう.銀行なども，かつては鉄格子を隔てて金銭の受け

渡しをしていたが，現在ではその影は消え，オープン形

式になっている.オープン形式はたしかに犯罪や盗難に

対しては弱い欠点を持っている.そのために銀行等では

時折り犯罪が発生するが，だからと言って，再びクロー

ズ形式に戻る気配はない.オープン形式の代表的な例は

ホテルのフロント lζ求めることができる.博物館でも最

近建築されているものには，との形式を採用している館

が目立って多くなっているのは時代の要請によるもので

あろうが，さらに一層，定着される乙とを望むものであ

る.乙の形式をとるためには，前述したように第ーに建

物内部(エントランスホール等)に設ける乙と，そして

第こには冬期の暖房，夏期の冷房等が入館者のためにも

配慮される必要があるだろう.

3. 風除室とエントランスホール

すでに多くの博物館で設置されているものに風除室と

エントランスホーノレがある.一見無駄な空間のようにも
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みられるが乙れらはかなり重要な意味を持っている.

風除室は本来，内部の空気と屋外の空気とを遮断するた

めのものであるから広い空間をとる必要はないだろうが，

雨天の時に雨傘を一時預ける場所として活用することが

できる.その場合，入口で預けて，出口で持ち帰れるよ

うに工夫する必要があるだろう。

エントランスホーノレには休憩用の椅子を用意しておく

乙とが望ましい.また観葉植物の鉢植えなどを配置して

軟かい，みずみずしい雰囲気をっくり出したいものであ

る.友人と待ち合.わせたり，展示室iζ入る前lとパンフレ

ットなどで事前学習をしたり，また見学後lζ疲れた足を

休めたり等エントランスホールは来館者iと対する博物館

のサービスエーリアである.

4. 傘立てとロッカールーム

雨天時にぬれた傘を持ち歩く乙とは本人にとっては邪

魔になるし，博物館にとっても好ましい乙とではない.

傘は時としていたずらの道具にもなりかねないので展示

室内への持ち込みは禁止すべきである.傘をどのように

取り扱うかは館側にとって頭の掃討 1 ところであるが，原

則的 lとは何等かの方法で傘立てを用意すべきである.傘

立ては風除室あたりに設備する案は前述したとおりであ

る.

また，手荷物も館内見学iζは必要がないので入口附近

にロッカールームを設ける乙とが望ましい.岩手県立博

物館ではエントランスホールへの入口にロッカールーム

が設置されており，エントランスホールから出入できる

うな構造になっている.

5. 楽しい博物館売店も

欧米の博物館を訪ねた経験者の集りで話題に花が咲く

のはミューゼアム・ショップの思い出である. とにかく

楽しい一時を過ごさせてくれるのがお土産売場なのであ

る一般の市中では手に入らないものばかりであるのが

特徴であろう.中味は博物館の出版物で研究報告書から

展示ガイドブックまで揃っている.絵はがきやブロマイ

ドも自由に選択できる.それに標本類やブロンズの模型，

模造品など，乙こに入ってくると人々の眼が一段と輝く

から不思議である.博物館と同様に人々の収集本能がよ

みがえると乙ろなのである.我が国でも取り入れられつ

つあるが，まだ規模が小さくガラスケースを 1~2 台並

べている程度のものが多いが売店には必らず一室が与え

られるように建物設計に当たり配慮して欲しいものであ

る.位置はエントランスホールに隣接させるべきである.

6. 質問コーナーとオリエンテーションルーム

展示の内容や専門分野について質問や問い合わせに応
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じる窓口が質問コーナーである.説明ノマネノレで表現でき 7. 博物館出入口の構造(身障者用も)

る文字数には制限があるので，すべての見学者を満足さ 一般には正面玄関に向かつて左側に入口を設け右側か

せるものではないし，また，説明文を読む乙とによって ら外に出る形式のものが多い.また，団体入館者用とし

新しい疑問も生じてくる.そのような場合iζ質問コーナ て別に入口を設け，個人の入口と区別している館も多い

ーは極めて有効に機能する.パリの発見の宮殿のように 団体入口からはオリエンテーションルームに通ずるよう

学芸員が各展示室に勤務していればそのような施設は必 に設計されている場合もある.乙のような構造の利点は

要ないであろうが，我が国の場合には未だ道遠しの感が 入口附近の混雑を避ける乙とと，団体の希望 iとより事前

ある.そこでせめてものサービスとしてレファレンスワ 指導をする場合 I[便利である.それから身障者用に階段

ークを行う質問コーナーを開設すべきであろう.乙の施 の代りにゆるいスローフ。の通路を側方iと設けるととも配

設の設置場所はエントランスホール附近が望ましい. 慮されるべきであろう.身障者用としては，その他，館

オリエンテーションルーム(事前指導室)の普及はア 内のエレベーターやトイレも特設しである館が目立つよ

メリカに於いて最も進んでいるが，最近，我が国の博物 うになった.

館でも次第に関心がたかまっている.多くの場合，講堂 8. 託児施設のある博物館

と兼用しているようであるが，本来は機能，目的が異な 荷物を預けるロッカールームについては既に述べたが，

るので小規模でもよいから専用の室を持ちたいものであ 若い母親達のために託児施設を入口附近に設けている館

る.収容人員は日本の小中学校の 1 クラスの人数が入れ もある.ごく小数ではあるが，博物館が今後学習社会の

る程度でよいであろう.講堂との相違は，との室には事 センターとして機能するようになるであろうし，その場

前指導用の映写装置(映画，スライド)ばかりでなく， 合には託児施設の要望も強くなるであろう.この場合，

教材(各部門別)や図書等が整備されているととである. その運営はボランティアの組織に頼るようになるのであ

オリエンテーションルームは事前指導ばかりでなく，事 ろう.今後ぜひ前向きに検討して欲しい課題である.

後の指導用 iとも活用したいものである.従って位置はエ

ントランスホー lレに近いととろが望ましい.

エントランスホ-Jレ

20 

ミュージアムショップ

第15図
博物館正面
入口付近の
望ましい施
設・設備モ
デル図
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博物館正面入口付近の望ましい構造図試案

叩町制 4 第 17 図 A タイプの博物館

展望室を含む博物館建物の周囲に外壁を
設けてある構造 (東京国立博物館)

験全J

第 16図

砂第18図 クローズ型入館券売場
切符売場の窓口が小さく，入偶者との
聞が完全に仕切られているもの

(北海道阿寒和琴博物館)
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4 第 19図 オープン型入館券売場

砂第20 図 B タイプの博物館

展示室のある建物の出入口に

風除室が設けてない構造

(大阪市立博物館)

ホテルのフロントのようにデスク ιi外には

来館者との聞に何の仕切りもない

(千葉市加曽利貝塚博物館)

4 第21 図 C タイプの博物館

砂第22図 セミオープン型入館券売場

切符売場は広くて明るいが，

入館者との聞にはガラス戸が

あり，仕切られているもの

(北海道支訪湖ビジターセンター)
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展示室のある建物の出入口に風除室が設けで

ある構造 (北海道三笠市立博物館)
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第 23図 D タイプの博物館 第24図 自動販売機型入館券売場

展示室のある建物内にエントランスホールが (国立科学博物館)

設けである構造 (国立民族学博物館)
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